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２０１９年度 淡海フィランソロピーネット事業報告 
                          

 
 

１．社会貢献活動・ボランティア活動に関する普及・啓発 

（１）子どもたちの環境・福祉学習支援のためのチャリティ事業の実施 

①第６回チャリティバザー収益金活用による学校用栽培キットを寄贈した。 

     寄贈先：米原市内の小中学校等 

       実施日：2019年７月 19日（金） 

      出席者：西山 実副運営委員長 

          社会福祉法人悠紀会 にっこり作業所 職員 

          特定非営利活動法人きらら ワークパートナーきらら 職員 

            ″            利用者 

 社会福祉法人 米原市社会福祉協議会 職員 

          淡海フィランソロピーネット 事務局 

 

      寄贈物：ペットボトルキャップリサイクル事業で製品化された 

学校用栽培園芸キット（花セット）   400台 

 

           
 

           
 

     ②第７回チャリティバザー「カレンダー」・「手帳」市の開催 

開催日：2020年１月 11日（土） 

会 場：南会場：フォレオ大津一里山 １階 ノースコート 

    北会場：ビバシティ彦根 1階 センタープラザ前 特設会場 

内 容：淡海フィランソロピーネット会員 19会員から、カレンダー約 

3,500点、手帳約 380点が集まり、１点 100円で販売した。 
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収益金は全て滋賀の子どもたちの環境・福祉学習や地域交流、福祉  

活動の一助として、ペットボトルキャップリサイクルプランターを活用

した「栽培キット」を購入し、2020年度、滋賀県内の小学校等へ寄贈す

る。 

     出品会員：20会員 

スタッフ参加者数 

：（南会場 前日準備）19名 

（南会場 当日運営）24名 

 （北会場 前日準備）9名 

（北会場 当日運営）14名 

 

      収 益 金：208,054円  

※参考：第６回収益金 240,101円 

 

          
         南会場             北会場 

 

（２）滋賀県災害ボランティアセンターへの参画 

①滋賀県災害ボランティアセンター運営協議会への参画 

     ②滋賀県災害時要配慮者支援ネットワーク会議への参画 

       廣畑 諭副運営委員長  堀池 宏志幹事 

     ③滋賀県総合防災訓練・滋賀県災害ボランティアセンター機動運営訓練への参加 

 開催日：2019年９月１日（日） 

会 場：滋賀県危機管理センター 

内 容：非常時体制移行訓練、支援要請等に対する対応検討訓練 

    平常時体制移行訓練、訓練全体の振り返り 

参加者：廣畑 諭副運営委員長  堀池 宏志幹事（資機材班） 

      

（３）社会貢献活動情報誌「そろふぃあ」の発行 

      発行：会員版第６号を作成 ３月発行 500部 
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（４）運営委員長表彰の実施 

   贈呈日：2019年７月 31日（水） ※総会時に表彰 

贈呈先：株式会社平和堂 

 

         
 

（５）感謝状の贈呈 

      該当贈呈先なし 

      

（６）各種委員会等への参画 

      滋賀県社会福祉協議会評議員（廣畑 諭副運営委員長） 

 

２．社会貢献活動・ボランティア活動に関する調査・研究 

（１）環境保全ならびに障害のある方の就労支援の推進 

①ペットボトルキャップリサイクル事業の推進 

・ペットボトルキャップ回収量   40.474ｋｇ 

②メンテナンス付リサイクルプランターリース販売 

事業の支援 

      ・会員事業所内における回収ボックスの設置 

…23会員 

      ・メンテナンス付リサイクルプランターリース 

販売事業への支援         …７会員 

 

（２）災害ボランティア資機材リストの点検 

    ・滋賀県災害ボランティアセンター機動運営訓練において、リストを点検した。 

 

（３）災害備蓄品の有効活用の検討 

    ・食品ロスを防ぐ観点から、会員が災害時に備えている備蓄品を有効活用できる

方策を、運営委員会において意見交換を行った。 
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    ・会員研修において、県内外のフードバンク実践から学び、意見交換を行った。 

 

３．社会貢献活動・ボランティア活動に関する情報交換・交流 

（１）会員研修 

開 催 日：2019年 11月７日（木） 

会  場：草津市立市民交流プラザ中会議室（フェリエ南草津５階） 
参加者数：23名 

    内  容： 

■講演 

『「もったいない」から「ありがとう」へ変えるフードバンクの果たす 

役割』 

           特定非営利活動法人フードバンクふじのくに  

事務局次長 鈴木 和樹氏 

■実践報告① 

           フードバンクびわ湖 共同代表・事務局長 堀 豊氏 

■実践報告② 

           社会福祉法人 大津市社会福祉協議会  

           地域福祉課自立支援グループ リーダー兼主任相談支援員  

山崎 晴美氏 

■意見交換・まとめ 

       

             
 

             
 

   （２）オレンジリボンキャンペーンへの参画 

       参加会員：24会員 

       啓発資材の提供：布製オレンジリボンバッジ   14,168個 

               ポスター            535枚 

               リーフレット         2,919枚 

               合計             17,622物品 
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   （３）ＮＰＯ等との交流会、他団体の研修への参加 

     ・【再掲】会員研修において、県内外のフードバンク実践から学び、意見交換を 

行った。 

     ・食品ロス、フードバンクをテーマとした、滋賀県協働プラットフォームに参 

加し、ＮＰＯ等との意見交換と交流を行った。 

  開催日 2020年２月７日（金） 

  主 催 滋賀県庁 

  参加者 廣畑 諭副運営委員長  松宮 秀典幹事 

 

   （４）会員の「子どもの笑顔はぐくみプロジェクト」への参画促進 

    参画会員：12会員 

     2017 年度 5 会員（大阪ガス株式会社・滋賀ダイハツ株式会社・株式会社平和堂・ 

明智榮一・待文麻呂） 

2018 年度 4 会員（アインズ株式会社・株式会社ベストーネ・小倉三千雄・川畑豊明） 

2019 年度 3 会員（滋賀県労働者福祉協議会・株式会社滋賀銀行・シマダヤ西日本株式会社） 

 

 （５）ＳＤＧｓについての学習と情報交換 

        【再掲】企業・団体の社会貢献活動セミナーにおいて、ＳＤＧｓをテーマに 

意見交換を行った。 

 

４．研究会および講演会等の開催 

（１）企業・団体の社会貢献活動セミナーの開催 

≪滋賀県社会福祉協議会と共催≫ 

開 催 日：2019年７月 31日（水） 

会  場：琵琶湖ホテル 

参加者数：106名 

内  容：テーマ 

「『ＳＤＧｓと共生社会』 

      ～子ども・若者が夢と希望を持てる社会の実現に向けて～」 

  ■講演 

「ＳＤＧｓと共生社会」 

 湯浅 誠氏（社会活動家。東京大学先端科学技術研究センター 

特任教授。全国子ども食堂支援センター・むすびえ理事長。） 

■実践報告 

①「ＳＤＧｓに対応する当社のＣＳＲ活動」 

                 アインズ株式会社 常務取締役 谷 康夫氏 

 ②「パン工房Ｔｉｍ初めての試み 

    ～社会的用語の子どもたちとの仕事体験～」 

                 新木産業株式会社 北近江リゾート  

総支配人 田中 美穂子氏 

■対談 

「地域課題と子ども食堂」 

 湯浅 誠氏（社会活動家。東京大学先端科学技術研究センター 

特任教授。全国子ども食堂支援センター・むすびえ理事長。） 
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            渡邉 光春氏（滋賀の縁創造実践センター 社会福祉法人滋賀 

県社会福祉協議会 会長） 

 

             
 

              
 

 （２）企業・団体の社会貢献活動トップセミナーの開催 

                    ≪滋賀県社会福祉協議会と共催≫ 

開 催 日：2020年２月 12日（水） 

会  場：琵琶湖ホテル 

参加者数：56名 

内  容：テーマ「これからの企業経営 

    ～『いい会社』をつくるための組織づくり、人づくり、社会貢献～」 

     ■講演 

「これからの企業経営」 

   新井 和宏氏（株式会社 eumo 代表取締役） 

■鼎談 

「『いい会社』をつくるための組織づくり、人づくり、社会貢献」 

              新井 和宏氏（株式会社 eumo 代表取締役） 

              村田 弘司氏（株式会社日吉 代表取締役社長） 

              大道 良夫氏（淡海フィランソロピーネット 運営委員長） 
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５．会務の運営 

（１）総会の開催 

開催日：2019年７月 31日（水） 

会 場：琵琶湖ホテル 

     議 題：①2018年度 事業報告について 

②2018年度 収支決算（案）について 

         ③2019年度 事業計画および収支予算（案）について 

           ④2019年度 運営委員について 

 

            
  

（２）副運営委員長・事務局幹事会議の開催 

  ○第１回 

    開催日：2019年７月 22日（月） 

    会 場：県立長寿社会福祉センター 介護研修室 

   議 題：①第６回チャリティバザー収益金活用による学校用栽培キットの寄

贈についての報告 

       ②2019年度総会・セミナーの議案書・運営の確認について 

③子ども食堂フェスタ 2019への協力依頼について 

                   ④2019年度企業・団体の社会貢献活動トップセミナーのテーマ・講 

師について 

⑤2019年度会員研修について 

⑥企業・団体の社会貢献活動情報誌「そろふぃあ」の発行について 

 

     ○第２回 

       開催日：2019年 10月 24日（木） 

       会 場：県立長寿社会福祉センター ミーティングルーム 

       議 題：①令和元年度子ども虐待防止オレンジリボンキャンペーンの参加状 

況について 

②退会申出者の届け出様式について 

③第７回チャリティバザー「カレンダー」・「手帳」市の段取りにつ 
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いて 

④2019年度会員研修について 

⑤2019年度企業・団体の社会貢献活動トップセミナーの講師につい 

て 

     〇第３回 

       開催日:2020年 2月 18日（火） 

       会 場:県立長寿社会福祉センター 介護研修室 

       議 題:①入会申込について 

           ②2019年度企業・団体の社会貢献活動トップセミナーについて 

           ③2019年度活動報告概要について 

           ④2020年度の組織体制について 

           ⑤2020年度活動の方向性について 

                                

（３）運営委員会の開催 

  ○第１回運営委員会 

    開催日：2019年５月 27日（月） 

    会 場：県立長寿社会福祉センター 介護実習室 

議 題：①2019年度運営体制・事務局体制について 

②滋賀県社会福祉協議会評議員候補者の推薦について 

③2018年度事業報告（案）・収支決算（案）について 

④2019年度事業計画（案）・収支予算（案）について 

⑤2019年度総会ならびに企業・団体の社会貢献活動セミナーの進め 

方について 

⑥ 2019 年度運営委員長表彰について 

⑦チャリティバザー収益金活用による学校栽培キット贈呈について 

⑧防災備蓄品を活用した新たな活動の検討について 

⑨2019 年度企業・団体のトップセミナーについて 

⑩2019 年度会員研修について 

 

  ○第２回運営委員会 

    開催日：2019年８月 29日（木） 

    会 場：県立長寿社会福祉センター 介護研修室 

議 題：①第６回チャリティバザー収益金活用による学校用栽培キット寄贈 

についての報告 

    ②2019年度総会ならびに企業・団体の社会貢献活動セミナーの開催 

報告について 

③会員の退会について 

④会員の入会について 

⑤第７回チャリティバザー「カレンダー」・「手帳」市について 

⑥防災備蓄品を活用した新たな活動について 

⑦2019年度会員研修について 

⑧2019年度企業・団体の社会貢献活動トップセミナーについて 

⑨社会貢献活動誌「そろふぃあ」第 32号について 
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     〇第３回運営委委員会 

       開催日:2019年 11月 25日（月） 

       会 場:県立長寿社会福祉センター 会議室 

       議 題:①2019年度会員研修の開催報告について 

           ②防災備蓄品を活用した新たな活動について 

           ③2019年度企業・団体の社会貢献活動トップセミナーの持ち方に 

ついて 

           ④第７回チャリティバザー「カレンダー」・「手帳」市の段取りにつ 

いて 


